
    夏休みが終わり、ひと月も経たない 9 月 19 日に学校祭を開催しました。今年は、開校 60 周年記念ということ
で、町内会を通じて、地域のみなさんにも公開することをお伝えしました。ここ数年は、新型コロナウイルス対
策や防犯上の理由から、地域の方に来校いただく機会がなくなってしまいました。
　せっかくの機会なので、校内での防犯体制を整えつつ、地域にも開く学校祭としました。その甲斐あってか、
昨年と比較すると、ずいぶん多くの方にご来校いただいたようです。保護者の皆様はもとより来校していただい
た地域の皆様にも改めて感謝申し上げます。同時開催しました「写真展」も好評だったようでうれしいです。

　以下、開祭式における、校長あいさつの概要を掲載します。

　今日まで、準備を進めてきた生徒会執行部をはじめ、常任委員のみなさんなど、多くの生徒の協力でこの日を
迎えることができました。ありがとう。
　また各学年･学級の発表や合唱の練習、ピアノ伴奏を引き受けた人など、一人一人が自分の役割を果たそうと
努力してきたことと思う。
　夏休みが明けてから、準備期間が短い中であったが、毎日、準備や練習を重ねている様子が伝わっていた。校
舎に響く練習の歌声も、日に日によくなってきた。私も、本番を心待ちにしていた一人。
　どうか、今日は、「素敵」な皆さんの姿を見せてほしい。「素敵な姿」というのは、何も見た目・外見だけでは
ない。変にかっこつけるのではなく、気持ちを込めて、本気で頑張っている、その内面の美しさこそ「素敵な姿」
なのだと思う。
　また、午前中と午後のプログラムは、内容がかなり違う。午前と午後のメリハリのある姿をみせてほしい。メ
リハリとは、簡単に言うと、一生懸命がんばるときと、楽しむときの切り替えをする、という意味。メリハリを
意識した一日にしてほしい。

　さて、保護者や地域の皆さん、朝早くからご来場いただき、ありがとうございます。開校 60 周年ということ
で地域の皆様にもご案内しています。午前の合唱祭には、小中学校連携の取組として小学校６年生を招いていま
す。生徒たちは、今日までよく頑張ってきました。沼中生の姿を見て心に響いたなら、どうか大きな拍手をお願
いします。
　それでは、沼中生の皆さん、今日という一日を、心を合わせ、声を合わせて響かせ、大いに楽しみ合い、「笑
顔満祭」の一日にしましょう。
　
　開祭式の後、生徒は自分の役割を果たそうと素敵な姿を見せてくれました。生徒会執行部も、学校祭を盛り上
げようとがんばりました。各学年の総合発表、合唱も心を込めて取り組んでいる素敵な姿をみることができまし
た。最後の生徒会企画は、沼中らしく、大いに盛り上がり、閉会しました。
　合唱祭では、特に３年生がまさに 3 年生らしいすばらしい合唱を披露しました。１・２年生の心にも響いたは
ずです。徐々に、進路と卒業に向かっていく 3 年生。後輩たちへ思いを伝承しつつ、自分自身の夢や希望に向か
って気持ちを新たに突き進んでほしいです。
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学校祭ありがとうございました


